
（別紙３）

～ 令和6年　11月　30日

（対象者数） 23名　22世帯 （回答者数） 18世帯

～ 令和6年　12月　27日

（対象者数） ５名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・研修などに積極的に参加し、個々のスキルアップを図る

2
・職員同士で綿密な情報共有を行い、より手厚い支援に繋げ

る

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・まずは少人数から始めるなどのアクションを起こす

・電話やLINEなどを上手く取り入れ、保護者と連絡が取りや

すい環境を作る

2

3

○事業所名 kidsサポート遊楽（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和6年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

令和6年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・親同士の交流の場の設定ができていない

・保護者との連携の場が限られる

・ほとんどの保護者が就労しているため、日時設定、タイミン

グ調整が難しい

・保護者と直接会う機会が少ない

・多職種による支援の展開
・色々な職種の支援者が様々な意見を持ち寄り協議し、支援を

行っている

・利用児一人一人への細かなサポート
・全職員が利用児一人一人の言動を意識し、その場に適した支

援、声かけを実施している

事業所における自己評価総括表公表


